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　　　　弟・2回宇宙睡雑会｛糊会霧護）三生

：L日時　 三和47年8月30日㈱　　
．

　　　　　　　　三三3時～4時

2場所　与鞠綴委購会纏　　’

3し �@髄　　　　（1）略和48年展における宇密開発肉孫縫疑◎

　　　　　　　　　の見柄り方針kついて　　・，

　　　　　　…2惇軍醗委員会計醸会報告について

　　　　　　　　⑬製ビジ粥絵騨端に

4．資　耕　　．　　・　　曹

　　委12－1　前回議事要旨

　　蓼2－2’曾和48鞭における宇宙開発惨漁纏の

　　　　　　　見積り方針鰻∫

　　御2－3，．報醗正負会言脚吝除毒’　　．

委ユー2畦長期rジョン鱗会三門撫舗
5．出席者　　　・　　　’

　　　宇窟醗類会委負　　　山県昌夫
　　　　　　”φ．　ご．　．　績島　毅
　　　　　　〃　・　　・．　　　　　吉識．雅夫’

　　　　　　”1　凸－　　　八螺東禧

　　　　　　　　　　　、　　　　．　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　 ・　　“

幽係省庁職員等

　　科学技術庁研究議選局字宙開多門参事官

　　　　〃’　　　〃’　宇富開発課長：

　　三曲蝉学術局軸心

　　漣藺離来省工莱技術院融務部長

　　モ騨階大臣葡糊張魯　・

　　気象庁癖艦長

　　海上保宏庁総務部長

　　郵雌省電波監壇瀧骸徴

　　嬢鞍管大臣営房控術旧事値

事務局’

　　科学技術庁研究論整局宇笛企画課長

6・謎箏要旨
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弟1ユ回宇笛開発黍員会1臨蒔会醗）難事要旨について

融咽宇醐発類会‘購蝉鐘願事要旨が脇され

昭島8鞭嫡ける鴇醗蘇鍛の三江方墳つ
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八藤：鋤鞭ら醐技術醒を禰噸り勘ことについて要

　　累があったが、これの来鞭予算で嚇皮鴨どうなるか・ま

　　た、測地衛星についてはどうか。

．覇局：応聯徽駅ついては1言卜臨絵齢峡今後糊す
　　　　　　　ることになるが、来暇この撫建が必婁になることはないも

　　．のと考えている。

　　　　また・測地幽轡ては・聯1晒囲内のもの甥

　　ると考える。

糊：今麟鮒でN・妙ト以1窪葦伽ケットの醗秘照な

　　　ることはないか。

締局吟細論・礁鯉に陶する囎を働る擁でロケ
　　　ツト橋購も縄寸することとしてい勧斗、場合によっては新た

　　　なロケットの1拐発を考濡することが必要になることも考えら

　　　れる。

縞：こ鋭働方針の縦により・額会0ま・思郷軽の開発

　　　に踏み切ったと考えてよいか。　　　　　　　　　畠．　　　・

　山県＝そういうことになろう。

（3）字雷開発委貝会計画部会報：告について　　。

　　事務局から囎委・2脚一3について諮朔が行なわれたのち・計

．酪会則烈夫委跡嚇足訓月があり、宇宙醗言個の賄

　しに主旨を反映させることとされた。

（a）長期ビジヨ’桃ｧ談会審講経過報告について　．’

　　事務融ら詩史・2－4三ついて・・騰談会の糖状況の

　報告が行なわれた。　　　　　　　　　　　　　，　　　　　’

／．㌧＼

繍：麟的には色々醐が妙・部触の拠にするとのこと

　　だか、部分的には公衰に値するものがあるように思う．。

吉識：宇宙開発の将来動向に霞点をおいたまとめ方にすればよい

　　のではないか。前半がやや長すぎると！ゆ・

　　また浪期ビジョンとしては調｛回れと回れる部分もあ

　　り、鴬しかえの必罫があろのでは穴いか。

ロ謀：これは、あくまでも1綿1｝勲の鴨であり・・今後・30年

　　期ぐらいの麟ピジョンを1・1三1・覧ず禰げで浸ρ擁で修正

　　・していくこと鷹ろ与．鞭のhぢ§の雌は出来ているか・

票務尚：今後できるだけ早く竹三未のH逮をつけたい・層・
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昭和48年度における宇宙開発関係経費の見積りについて（案）

昭和47年10月11日

会貝
委
．発開宙宇

◎
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昭和48年度に：おける宇宙開発関係経費の見積りは、次のとおりである。

なお、郵政省から要望のあった通信衛星および放送衛星に：関する経費の

見積りは別に行なう。

1　基　本　方　針

　　昭和48年度の宇宙開発関係経聲の見積りの基本方針は、次のと益りである。

1　宇宙開発計画（昭和45年度決定）のうち、Mロケットについては、M－4SGロケットに替えてM－3Gロケットの開発を行なうこと

　　とし、科学衛星については、第4号科学衛星の観測項目を宇宙X線に重点をむくよう一部変更する。

　これ以外については、同計画を推進する。

2　昭和52年に：予定されている地球大気開発計画（GARP）の第1次GARP全球実験（FGGE）に：参加協力し、あわせて気象業務の改

　善に資するため、静止気象衛星の開発を行友う。また将来の気象衛星の簿測柳能の向上を目的として搭載棒器の研究を進める。

蝉
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皿　事　業　の　概　要

　　1の基本方針に基づき昭和48年度に行なう主な事業およびこれに：必要な体制の整備は次のとおりである。

　1　実用分野の衛星闘係

　（1）技術試験衛星（ETS）1型澄よびπ型の開発

　　　　前年度にひきつづ禦支術試験衛星1型のプロトタイプモデルの開発を進めるとともに・フライトモデルの製作に着手する。

　　　ま姉年度の調査検討にひきつづき・技術試験衛星H型のブレンドボードモデルおよびエンジニアリングモデルの開発を進める。

　（21電離層観測衛星（Iss）の開発

　　　電離層観測衛星のフライトモデル2樵の製作を行友う・

　（3）実験用静止通信衛星（E．GS）の開発のための研究

　　　前年度製作した衛星搭載用中継器の試験を行なうとともに、ミリ波アンテナの試作澄よび試験を行なう。

　（4）静止気象衛星の開発

　　　静止気象衛犀の衛星募本設計およびブレッドボードモデルの開発に着手する。

　㈲　その他の衛星の研究

　　　航行衛星については・衛盆点載用中継器および航空機用Lバンドアンテナの研究等を行なう。測地衛星については、レーザ反射気球に

　　関する気球製作技術鮮脹機構等の研究を行なう・また・気象衛星については将来の観測機能の向上を目的として搭載機器の研究を行なう。

　（6）実用衛星打上げ用ロケットの闘発

　　　前年度にひきつづき、Nロケット第1段の機体澄よびエンジンの製作を進めるとともに、第2段ロケット、第3段ロケット、誘導機器

　　および搭裁死子柊器の製作に着手する。

一一 Q一
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　（7）種子島宇宙センターの整備

　　　Nロケットの射点系・指令管制系・レー・ダ・テレメータ系《地上燃焼試験系、支援系等の整備を進める。

　（8）筑波宇宙センターの整備

　　　ロケットおよび人工衛星の試験施設の整備を進めるとともに、追跡管制系の整備を行友う。

2　科学衛星関係

　（1）科学衛星の開発

　　　第4号科学衛星については宇宙X線の御測に重点をおくた饗饗測項目を当初の4項目から宇宙X線および宇宙線重粒子測定の2項目に

　　絞りフライトモデルを完成させるととも穂15号科学衛星のプロトタイプモデルの製作を行なう。また衛星の姿勢制御等の機能試験のた

　　めの試験衛星の禦作を行疫う。

　（2）科学衛星打上げ用ロケットの開発

　　　第3号および第4号科学衛墨打上げ用M－3Cロケットのテストロケットととして、　L－4S－6号機をLr4・SC－3号機に改造し、

　　飛しょう試験を行疫う。

　　また・M－3G－1号樵を試験衛星打上げ用に改造するとともに、第3号科学衛星打上げ用M－3C－2号機の製作に着手する。

（3｝科学衛星等の打上げ

　　　試験衛星をM－3C－1号標により打ち上げる・

〈4）打上げ場むよび試験施設の整備

　　　前年度にひきつづき・Mロケット誘導制御系試験装置、科学衛星データ取得装置等のMロケット澄よび科学衛星の開発に：必要な施設の

　　整備を進める。

3　追跡管制網の強化

距離および距融イk搭ﾘ式による翻用鰍設伽整備を徹畔翻懲業団による弍的な肛鯉闘網の強化を図ると

　　　　　　　　　　キドノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一3一
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4　基礎的先行的研究の推進

　　宇宙開発に必要な技術を確立するため、液体ロケットエンジンに関する研究、固体ロケットエンジンに関する研究、人工衛星の三軸制御

　に関する研究、飛しょう体搭載用高性能電離層観測装置：の研究、電子部品、ロケット誘導センサ等の信頼性および精度向上に関する研究、

光学追跡用カメラに関する研究等の基礎的先行的研究を進める。

5　体制の整備

（1）宇宙開発の中核的機閨として、技術的能力を高め、増大する開発業務を強力に煮行ずるため、宇宙開発事業団の組織の強化および234

　　名の増員を行なう・

（2）増大する宇宙脚発行政事務を適確に処理し、宇宙開発を強力に推進するため現行の宇宙闘発叡感行政組織に：加えて、科学技術庁研究調

　　整局に「宇醐査国際贋瀦電灘理局無二信部に腱報課」を新設する等陥聯関の繍の再編強化を図る・

（∵薦細評耀霧ll関する獅先行醗らび三星の欝器曙用技欄る研究等を促進す

6　国際協力の推進

　　国際連合等の国際機関に澄ける宇宙活動への参加協力、米国、西欧諸国およびアジア諸国の宇宙開発蜘係者との交流、国際連合等が主催

　する教育放送衛星パネルのわが国への招へい等宇宙開発に関する国際協力を推進する。

7　宇宙闘発計画の策定のための調査

　　実用衛星に関する最適な開発計画の策定に必要な調査・ポストアポロ計画への参加協力方策の調査むよび長期にわたる宇宙開発計画策定

　のための調査を行なうも

一4一



●

　8　その他の重要事項

　　（1）宇宙分野の技術者の資質向上を図るため在外研究員制度を充実する。

　　〈2）宇宙開発に必要な広報、啓発事業を行なう。

皿　豆の事業を行左うに必要な経費

　昭和48年度に：おいて、亜の事業を行なうに必要た経費は別表のと澄りである。

●

＿一 T＿



別表 昭和48年度宇宙開発関係経費総括表

㊨　国庫債務負担行為

　　　（単位千円）

●

●

昭　和　47　年　度 昭　和　48　　年　度

省　　庁
宇宙開発関係

¥　算　額
その他の宇宙

ﾖ係予算額㈱
合　　　計

宇宙開発閾係

o　　　費
その他の宇宙

′W要求額㈱
合　　　計

備　　　　　考

科学技術庁
㊨14，211，240

P9，811，082
一
一

㊨14，211，240

P9，811，082

㊥35，370，420

R8，806，525
一
一

⑱35，370，420

R8，806，525

文部省
＠　　778，541

@1，897，957

　　一
P，370，360

㊨　778，541

@3，268，317

⑧　　843，075

@2，471，910

　　一
Q，321，421

㊨　843，075

@4，793，331

通商産業省 98，000 一 98，000 100，000 一 100，000

渾輸省 220，902

⑱　274，200

@238，745

⑧　　274，200

@459．647
　一
S8，768

⑥1β73，258

@1，066，277

⑱1，873，258

@1，115，045

郵政省 　｝
P73，000

＠　189ユ80

@257，901

㊨　　189．180

@430，901 89，404

⑧　290，420

@476，004

⑫　290，420

@565，408

建設省 一 13，508 13，508 3，600 19965 23，565

総　　　計
⑫14，989、781

Q2，200，941

⑧　463，380

Pβ80，514

⑧15，453，161

Q4，081，455

⑯36213，495

S1，520，207

⑧2，163，678

@3，883，667

⑧38，377，173

S5，403，874

（注）　その他の宇宙関係（宇宙開発委員会の所掌に属さないもの）経費についても、参考のため掲示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一6一・



昭和48年度宇宙開発関係（宇宙開発委員会の所掌に属するもの）経費の概要

（単位　千円）

●

●

省庁 担当移閾
＿じ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

E畢　　　　　　　　　項 昭和47年度
¥　算　額

昭和48年度
o　　　　費

要　　　旨　躍和48年讐和4夢霧）

研究 宇宙開発委員会に必要な経費 30，217 34，640 宇宙瞬発国歩会運営費等　　　　　　　　30，384　（26．996）

ﾁ別調査費　　　　　　　　　　　　　　4，256　（3，221）
科

一般行政に必：要疫経費 35，580 72，453 宇宙開発推進事務　　　　　　　　　　　5，987　（5，736）

国際協力の強化　　　　　　　　　　　　9．280　（　699）

学 宇宙開発普及啓発　　　　　　　　　　10，055　（10，055）

実用衛星鶴瀬計画の調査委託　　　　　　47，131　（19、090）

技 科学技術＝者の資質向上に必 18，896 32，027 宇宙開発関係者の海外派遣　　　　　　32の27　（18，896）
：要な経費　　　’

種子鳥周辺漁難対策事業の 245，000 314，140 種子島周辺漁業対策事業碧補助金　　　314，140　（245．000）

術 助成に必要た経韓

庁
小　　　　　　計 329，693 453，260

航空宇宙 航空宇宙論術研究所に必要 ⑭460，000 山畑ロケットエンジンの研究　　　　　68，000　（56，730）

技術研究所 な経費 1，213，389 1，220，265 誘導用センサ系高精度化の研究　　　　　66，000　（16，740）

固体ロケット燃焼中断の研究　　　　　　44，460　（25，900）

スピン燃焼の研究　　　　　　　　　　40，000　（15，970）

人工衛星の三軸制御に関する研究　　　　57，600　（　　　0）

慣性誘導に関する研究　　　　　　　　　31，500　　（　　　0）

＿7。＿



省庁担当椎関 事 項
昭和47年度　　昭和48年度
予　算　額　経　　　費 要 旨 羅和48年騨和蟹疇

’

．●　　科

●

ロケットエンジン高空性能試験設備　　135，000　（

用蒸気供給設備の増設

濫訴水素ロケツトエ轡翻讐lll（

0）

0）

｝ 電子計算機借料等特定装置運営　　　　423β25　（329D86

1

学
角破所鰭その他　　　㊨lll：888（3。、ρ63

｝ ロケットエンジン高空性能試験設備　　　　　　　0　（400ρ00一
　
　
　
一
　
　
　
　
　
一

技
データ処理設備　　　　　　　　　　　　　　0　（67900

－
　
　
　
…
　
　
　
　
引
　
　
§
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
『
　
妻
　
一

宇宙開発 宇宙園発事業団出資及び助成に
　皿舳皿一一　　唱冒■　　■　一　，　鞠幽幽炉騨　糟一F　，　▼　　一

G14，211240
，一　｝　　　卿聯　巳一　一一『，　　ゴ　一’一〔

奄R4，910420
　　　　　　　　　　…　　　　　肺皿静　　…　，　　「　亨　　｝｝　一　‘　昌　一冒｝　一　曽　，

蛯ﾈ歳入

1
事業団 必要な経費 18，268，000 37，ユ33，000 政府出資金　　　　　　　　　　㊨34910420⑧14，211，240

術 34β37ρ00　　16β25ρ00
律
　
　
　
…
　
　
　
5
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
§

政府補助金　　　　　　　　　　　　2296ρ00　（1，443，000

1
庁 事業外収入等　　　　　　　　　　　287，896　（472β36

i 主森歳出

｝
ロケット開灘

…
塵
　
き
　
5
　
　
　
　
　
　
　
己
　
一
　
5
蓼

人工衛星開発経費　　　　　⑥4β01β20（1564362
｛ 2908，114
1

＿8＿



’

●

●

省庁 担当機関 事　　　　　　項
昭和47年度
¥　算　額

昭和48年度
o　　　　費 要　　　旨　羅和48嘱峰和4蚤灘

人工衛星追跡管制費　　　　　　　㊨2344，660　（331，287）

1，387，453

@⑧1：：欝1ρ携1欝

その他の事業運営費等　　　　　　　1，396ρ54　（1，123，133）

1 一般管理二等　　　　　　　　　　　2305569　（1，444，936）

計
㊨14，211，240 ⑮35，370420

19β11ρ82 38β06，525

文 陣京大学事

ﾍ航空研究

特別事業等に：必要な経磐　　　　　　　　　ρ

㊨　778541

@1β97，957

⑧　843ρ75

@2，471，910
灘星堺町

部
属

Mロケット開発経費　　　　　　　　　1，196817　　（866484）

計 ＠778，541 ㊨　843ρ75
省

1β97，957 2471，910

通

1工業技術院
試験研究所の特別研究等に必 98，000 100，000 宇宙開発関連機械技術に：関する研　　　　　22DOO　　（28ρ00）

要な経費 究（機械技術研究所）

商
宇宙電子技術に関する研究　　　　　　　65ρ00　　（55，000）

産
（電子技術総合研究所）

人工衛星軌道解析用スーパーシユ　　　　　　13ρ00　　（15ρ00）

業 ミットカメラの試作研究

（大阪工業技術試験所）
省

計 98，000 100，00α

＿9＿



5

●

●

省庁 騨機関 事　　　　　　項 昭和47年度
¥　算　額

昭和48年度
o　　　費

事　　　旨　十和48年十和4夢贈

気象研究所 気象衛：星の研究開発に必要な経

?@　　　　　　　㎝へ～阜

200ρ63， 　　22β21

黷ﾖ『編一魍一一一一一闇顧一＿』榊＿冊

@　25，947

気象衛星搭輯三二の研究　　　　　22821　（200ρ63）運
　
　
　
輸
　
　
省

副子航法研

?

電子航法研究所に必要な経費
紺畔荊一

Q0β39

㎝｝髄画一… @「…・階鴫捷一鋤軸一山榊　　　　　轍臓凹猟繍醐即騨躍一卑欄翻，耀騨～蹴肝甲糊岬π一肌脚輪照雛蹴輪轍一螂筑一購一畷拙

q星航法システムに関する研究　　　　　　25，947　（26β39）

計 220，902 48，768

郵
　
　
　
政
　
　
　
省

電波研究所 電波研究所の運営に必要な経 173，000 71，500 ミリ波中継器信号伝送特性試験装置　　　　30ρ00　　（160ρ00）

{設整備

~リ波衛星搭載用アンテナの研究　　　　　20ρ00　　（13ρ00）

�ｵょう体とう載用高性能電離層観　　　　21，500　　（　　　0）

ｪ装置の膨発研究

電波監理局 電波監理に必要な経費 0 17，904 ダ蟹ン漏の設鋼玉　　　　　324　（　・）
ｳ育放送衛星パネルの協催　　　　　　　　17，580　　　　　　0）

計 173ρ00 89404
亜
三
省
国土地理院　測量に関する調査研究経費 0

一3，600

ソーザ反射気球に関する研究　　　　　　　3β00　　（　　　0）

計 0 3β00

合　　　　　　　　　　計
⑬14，989」81

@22，200、941

㊥36213495

@41，520207

（注）　この他科学技術庁の特別研究促進調整費から2千5百万円が字宙開発関係充当分として支出される必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・10岬



昭和48年度その他の宇宙関係（宇宙闘発委員会の所掌に属さないもの）経費の要求概要

㌔●

，

●

（単位　千円）

省庁 担当機関 事　　　　　　項
昭和47年度

¥　算　額
昭和48年度

v　求　額

文
　
部
　
　
省

東京大学宇

?q空研究

特別事業等に必要な経費 1，370，360 2321，421 一般・ケツ聯測　　　　　　　1β67ρ04（655262）

�ｵょう経費　　　　　　　　　　　　155，043　（74ユ45）

､通経費　　　　　　　　　　553534（615918）
総ﾛ宇宙観測共同事業経費　　　　　　　45β40　（25，035）

計 1，370，360 2β21，421

気象　庁 静止気象衛星業務に必要な経費

齡ﾊ簿測予報業務に必要な経費

qw気象鯛測業務に：必要な経費

　　　　0

S274200
@114，386

@117，194

㊨1β73258
@757，410

@178ρ78
@117，194

静止気象衛星地上施設の整備　　　　　㊨1，873，258　　　　　　　　　　　　　　　　　757，410　　（　　　　　　　　0）

蛹ｪ課騰　　、78ρ78（（露＞274，200　　114，386）気象・ケツ噸測業務　　　　　　117ユ94（117ユ94）運
　
　
　
輸
　
　
　
　
省

電子航法研

?@　　所
電子航法研究所に必要な経費 7，165 7，628 衛星航法用利用者装鐸の研究　　　　　　　　7，628　（7ユ65）

航空局 航空路整篠事業費 0 5，967 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝q空衛星システム導入のための調査　　　　　　5ρ67　（　　0）

計
⑥274200

@238，745

⑯1β73，258

@1ρ66，277

一n’



●

省庁 担当機関 事　　　　　　項
昭和47年度
¥　算　額

昭和48年度
v　求　額

要　　　旨　睾襟年器摩04蛋疇
電波研究所 電波研究所の運営に必要な経 143，933 258，214 宇宙通信の実験研究　　　　　　　　　　183214　（143933）

~リ波降雨減衰の高度特・性の籔測　　　　　　50ρ00　（　　　0）

{設整備

~リ波微弱電界用電測装置の開発　　　　　　25，000　（　　　0）

郵
　
　
　
政
　
　
　
　
省

衛星管制施設の整備に必要な

o費

⑫189ユ80

@109．200

㊨290，420

@189．180
驚制施設麟 @　　㊨1羅∴1；：lll）

衛星管制施設の維持運用に：必

vな経費

4，768 21，671 衛星管制施設の維持遮用　　　　　　　　　21β71　（　4，768）

電波監理局 電波監理に必要な経費 0 6，939 通信，放送衛星のニーズに関する調査　　　　5」41　（　　　0）

q行衛星協定作成のための会議への出席　　　　742　（　　　0）

謳i諸国の宇宙開発状況丁丁　　　　　　　　1，056　（　　　0）

ー
ー
ー

計
⑧189．180

@257，901

㊨290420
@476，004睡

｛
設
｝
省
…

国土地理院
i測地基準点測量に必要な経費

13，508 19ρ65 人工衛星観測・その他　　　　　　　　　　19965　　（13508）

計 13，508 19965

一
～

合　　　　　　　　　　　計
⑬4，63，380

@1，880，514

⑯2ユ63β78

@3，883，667

一12一・


